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公立大学法人名古屋市立大学 
 





義と独自性を解説する科目）の内容の充実について検討する。 

・ 各学部の教員が、より積極的に教養教育に関与する仕組みを構築する。 

・ 教養教育科目として「環境問題への多元的アプローチ」を開設するとともに、

教養教育科目と学部専門科目との連携について検討する。 



・ 社会福祉士養成課程の申請について準備する。 

・ 資格取得教育の拡大強化に伴いカリキュラム、実習体制等を整備するととも



・ 独創的な研究を行う最先端の医学研究者の育成に向け、医学研究科修士課程

の設置を検討する。 

・ 連携大学院（高度な研究水準をもつ国立試験研究所や民間等の研究所の施





・ ファカルティディベロップメント（教育方法等を改善するための組織的な研

究・研修等の取り組み）を実施するうえでの基本的実施事項（指針）及び実

施要領の作成を検討する。 





整備のための検討に着手する。 

（看護学研究科）  

・ エイズ予防、院内感染予防等の研究を推進する。 

（システム自然科学研究科） 

・ システム自然科学研究科における研究体制及び研究体系の見直しを検討す

る。 







 

２ 産学官連携 

(1) 行政  



 

第５ 附属病院に関する目標を達成するための措置 

（名古屋市の保健・医療・福祉政策との連携）  

・ 市立５病院との電子カルテシステムの連携について名古屋市と協議及び調

整を進め、連携する情報項目、患者サービスの内容、患者情報保護策など連









・ 外部資金獲得額を年間７億円にする。 





施する。 







３ 資金計画 

 

平成１５



 

Ⅹ 公立大学法人名古屋市立大学の業務運営等に関する規則で定める事項 

 

1 施設・設備に関する計画 

施設・設備の内容 予定額(百万円) 財  源 

・ 薬学部校舎の整備 

・ 外来診療棟の整備等 

総額 

  ４，７１９ 

施設整備費補助金 

 


